
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重症度 名称 症 状 応急処置 

Ⅰ度 

  

 

 

 

【基本】 

★涼しい場所へ運ぶ 

★安静にして体を冷やす 

★水分、塩分を補給する 

  

 

 

Ⅱ度 

   

 

 

 

★【基本】の対応 

★足を高くする 

★手足の先から体の中心へ 

向けてマッサージ 

Ⅲ度 

  

 

 

  

 すぐ救急車を呼び、 

 【基本】の対応も 

 同時に行う 

 
― No.２― 

令和２年７月１日 

発行：伊良部高校保健室 

◎熱中症前の初期症状 

●のどが乾いた、口の中の乾き  

●集中力に欠ける 

●だるい、疲れている感じがする 

●汗をたくさんかいている 

◎とるべき対応、対策 

●Na 入りの飲み物を飲む（ｽﾎﾟｰﾂﾄﾞﾘﾝｸなど） 

●涼しい場所へ行き休息する（１人にならない） 

●早めに保健室へ行く 

●大量の汗（拭いても拭いても汗が出る） 

●高体温 

●意識障害 

●全身性けいれん 

●運動障害（動きや歩行がおかしい） 

●けいれん 

（四肢や 

   腹筋など） 

●筋肉痛 

（筋肉が 

  つるなど） 

●頭痛 

●吐き気、おう吐 

●全身脱力 

（疲れ、だるい） 

●めまい（フラフラする） 

●立ちくらみ 

 

◎ 熱中症の分類 

７月は尿検査があります。検診の注意事項や日程をしっかり確認し、提出もれがないよう

にしましょう。 

実 施 日 場 所 項目 備 考 

７月１６日 

（木） 

 

予備日： 

７月１７日 

朝 SHR 

終了後 

すぐ 

教室 

にて 

提出 

尿検査 

・前日に担任の先生より採取容器をもらうこと。 

・尿の採取方法をよく確認し、提出すること。 

・理由があって出せない方は、保健室まで相談

にくること。 

※時間厳守！！ 

 


